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1.ま　　え　　が　　さ

緑色植物の物質生産の根元は光合成である｡光合成に影響する環境要因として色々なものがあげら

れるが, CO2濃度もその中の大きな要因である｡ CO2濃度をある程度高めることにより光合成が盛

んになることは立証されている｡しかるに,この間題を実用化,して作物の収愚を高めようとする研究

は殆んどなされていない｡これまでCO2濃度と光合成の関係については生理学的に多くの報告がみ

られる`)～5)｡しかし, CO2濃度を高めた場合に作物の収量があがることについては尚議論があるが一

般にはそれがあがることの報告が多い｡また植物の組織や体内物質の変化があることも報告されて

いる2)｡

炭酸施肥の方法は,これまで一般に植物を密閉してその中のCO2濃度を高める方法や自然条件下

では土壌中より高濃度のC02を発生させる方法で研究がおこなわれてきた｡最近,根より物質を吸

収させて植物体内のCO2濃度を増加させる方法が報告されたが),反対もある4)｡このように自然条

件下の圃場での炭酸施肥の問題は不充分で困難な点があり適当な方法がなかった｡

ここに報告する粉剤の形での炭酸施肥の方法は,著者の知るかぎりではこれまで学会の報告がない

ので新しい試みと思われる｡この粉剤(特許申請中)を使用すれば　櫨物のCOa利用率が高まり作

物の収量の増加が期待され実用化-一歩進めたものとして確信したので一応簡単な施肥実験を行な

った結果を予報とした｡

II.材　料　及　び　方　凄

実験材料は大振袖育刈ダイヅ,蕃播ソぺ　ロシアヒマノ＼りで, 5月25日に播種した｡学部内農場

の一部に各種共4区ずつ田の字型に配列Ll区の面積は1m2にした｡ダイヅ,ソバほ1区に種子

500粒ずつを柴橋し,ヒマノ､りは10cmの等間隔に播種した｡各種共4区にしたのは標準区と3種

類の異なった増量剤を使用したためである｡増量剤の違いにより第1区,第2区,第3区に分けた｡

実験に使用した粉剤はCO2発生のための薬剤類と増量剤でCO2濃度が約0.2%容塵になるように

調製され,今回はCO2濃度についてはこの0.2%の1種のみを使用した｡使用方法は晴天の朝,莱

面散布する｡葉面上の粉剤中のCO2発生薬剤は葉の蒸散水を吸収して,じょじょにC02を発生し

長期間持続するようにした｡粉剤散布は6月19日第1回ダイヅのみに標輩区を除き各区共5gを散

布,第2回は6月22日ダイヅ10g,ソぺ　ヒマノ､l)に5g散布,以後8月20日の最終散布まで6回
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各種類各区共10gずつを散布した｡土壌がシラスでそれに元腱をしなかったので6月29日にソ'･･,

ヒマ-りに尿素22.2gを各区に薬面散布し追肥した｡

III.結　果　及　び　考　察

実験中に3回の台風がありその中8月3日の第9号台風で多少被害があり植物体は傾斜した｡ヒマ

ハリにはヨガネムシがつき生殖器官を多少食害した｡

調査は2回おこない第1回は8月10日に中間収穫をしダイヅ,ソパは10個体,ヒマ-))は5個体

の地上部を任意に刈り取りその結果を乾童で示したのか第1表である｡

第1表　生育中間時の収量｡ダイヅ,ソバは10個体,ヒマハリは5個体の仝乾畳, (g)

実験区 末��

ダイツ 刄¥ノヾ 剿�7�7ﾒﾘ8｢�一言1-≡TT 凅�)ｨ�ｲ�葉一基憶警 剏ｾ十手｢言T醇下- 

標準区i 第1区 第2区 第3区 ���1.1 0.8 1.1 1.4 

全体として無散布の標準区より炭酸施肥をした区の方が少ないもので1 %,多いもので63%の収

量増加がみられた｡作物の種類や増量剤の相異によって結果が一定しないかこの場合少なくとも20

-30%の増収ができると予想される｡

第2回は作物の生育の終った9月10日に各区共全植物を掘り取り各器官を切り離し測定したが薬

は各種類各区共落葉で資料としての取扱が困難なため表示しなかった｡ダイヅとソバは密櫨のため

やや蔓性をおぴて,その収童に密度効果がみられるようであった｡第2回収穫の結果は第2表に示

した｡

第2表　生育終了時の収量｡ 1個体当りの乾量(ら)で示す｡

実験区 ��ダ �486B�冓ソバ 劔ヒマ-リ 草 丈 cm 偃R�日限国許 劍ｭ異�ﾚｦﾉwH�2�劔xVﾈﾇ9zD佗b�

216 240 224 248 白�#��偵Sr�偵#����3r� �2縱��B�3"�2緜��2縱b�67 76 69 85 �#����cb�#�R��##�� ��緜r�"經��"��b��縱��lュo 117 123 115 塔r�c��s��cB�輩 亊��

草丈は何れも炭酸施肥区が高くなっている｡全収量もダイヅの第2区を除けば他のものは標準区よ

りも炭酸施肥区が多くなっている｡唯ダイヅ･ソバは密度効果がでたせいか増収率が2-55%でやや

使いがヒマ-掴ま全体が高く40-67%増になっている｡要するに第2回の全収穫の結果も第1回と

同様20-30%の増収が可能であると予想せられる｡措置剤の種類では第1区のものが最も適当で第

2区,第3区に比べて全体の収量は勿論,各器官の収最も多くどの種類にも適しているようである｡

第2区,第3区の増愚剤はこの結果では未だ充分な結論がたせない｡

以上の結果からこの粉剤による炭酸施肥により増収が期待されることが明らかになったので,今後
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更に異なったCO2濃度の使用,増靂剤の種類,作物の種類などにつき詳細な研究が必要である｡尚,

水稲について同じ粉剤について実験中であるが大略同様の結果がでるものと予想している｡

IV.摘　 要

炭酸施肥実験に新しく粉剤を使周,ダイヅ,ソ'､,ヒマ-I)に葉面散布した｡増童剤とし3種類を

使用した｡その結果,第1回の中間収穫及び第2回の最終収穫の何れでも標準区よりも炭酸施肥区の

方が大略20-30%の増収が可能であることがわかった｡それで炭酸施肥にもこの粉剤の使用が可能

になった｡尚水稲でも実験中であるが同様なことが予想せられる｡
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Summary

The growth or three crops (Glyein Max, Fagopyyum esculentum and Helianthus amuus)

was investigated in case of the use of the new invented dust for carbon dioxide manu-

rlng. The yields of the three experimental plots were larger than the control plot in

each crop and the increase was 20-30%.

水稲実験結果.

水稲(農林18号), 3月10日播種, 3月20日小鉢(径9cm)に4本宛移植,各区5鉢, lo居

4日収穫,この間第1,第2,第3区に7回炭酸施肥,各区尿素を2回追肥｡

第3表　水稲風乾置(管)　茎は葉鞘も含む　5鉢全藍




